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随時更新！最新ソリューションをご提供しております。

http://www.quality.co.http://www.quality.co.jpjp//
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本日のご提案

②QND/QAWとMicrosoft/SUSとの連携による

セキュリティパッチ配信システム

③Web帳票システムのPDF出力を簡単実現
ー DocuCom PDF Driver Ver.6 Server版 ー

④文書管理システムとData KeyServerの連携運用による

機密文書管理強化のご提案

①ハードディスク消去プログラムQDE（QualityDiskEraser）
とQND/QAWの連携運用による「HDD消去証跡管理」
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①ハードディスク消去プログラムQDE
とQND/QAWの連携運用

[ システム管理者 ]

QND/QAWQND/QAW QDEQDE

[ 廃棄対象PC ]

[ 消去用FD ]

[ QIV：PC廃棄台帳 ]

[ QND/QAW ]

HOST IDHOST ID

HOST IDHOST ID

HOST IDHOST ID

消去消去
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QND/QAWの管理情報と廃棄PCの「HOST ID」の不一致の場合

[ 廃棄対象PC ]
[ QND/QAW ]

HOST ID:AAAHOST ID:AAA HOST ID:BBBHOST ID:BBB×××

「HD消去証跡」を作成、廃棄PCも管理継続

廃棄PC名 使用者No, HD消去責任者最終設置場所 HD消去日
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②QND/QAW と
 

Microsoft/SUS との連携による

セキュリティパッチ配信システム

SUS（SoftwareUpdateServices）はMS社が無償提供するHotFix配信ツールです。
日々リリースされるHotFixをMSサイトより情報収集・配布することが可能です。
QND/QAWと連携（運用補完）することにより、「セキュリティパッチの配布業務」を

より効率よく実現することができます。

http://www.microsoft.com/japan/windows2000/windowsupdate/sus/default.asp
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SUSのウィークポイント
 

：
 

運用補完項目

パッチ配布の完了をチェックする機能がない
SUSServerに“ログ”が残るが、運用上使いものにならない

実行（パッチ配布）のタイミングは一日一回

負荷分散ができない

「ServicePack」は配布できない
「重要な更新」パッチしかその対象とならない

緊急時のPush運用ができない

Windows2000、XPのみ対象
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パッチリリース情報の把握パッチリリース情報の把握

QND/QAWとSUSの連携運用フロー

SUSSUS（（SoftwareUpdateServicesSoftwareUpdateServices）） QND/QAWQND/QAW

パッチダウンロードパッチダウンロード
および配置および配置

場合によりアンインストール場合によりアンインストール
・アンインストールタスク作成機能・アンインストールタスク作成機能

配布結果確認配布結果確認
・タスク実行結果・タスク実行結果ororインベントリ情報インベントリ情報

配配

 
布布

配布タスクの作成配布タスクの作成
配布スケジュール設定配布スケジュール設定

適用判断適用判断

配布対象配布対象PCPCの選定の選定
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QND/QAWとSUSの運用連携

MicrosoftMicrosoftサイトサイト

本社LAN

拠点LAN 拠点LAN[QNDスレーブ/SUSサーバ] [QNDスレーブ/SUSサーバ]

[QNDサーバ/SUSサーバ]

HotFixダウン

ロード（自動）
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「全ソフトウエア一覧」機能による
企業内のパッチの適用状況の一元把握
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「アンインストールタスク」の作成機能
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パッチ配布には、インベントリ情報による状態確認が不可欠

適用作業前：クライアントOS・SP・HotFix、HDD残量など

適用作業後：適用状況確認

パッチ管理にはSUSを併用

パッチリリース情報

パッチ詳細

パッチダウンロード

管理者権限でのインストールを「SU：SwitchUser」で解決

ユーザ権限のPCに対しても遠隔作業を実現

「WindowsUpDate」運用ユーザ様には本運用への転換を特にお勧めします。

負荷分散機能でトラフィック集中を回避

アンインストールにも対応

本ソリューションのまとめ

近日中にWebに運用・設定マニュアル
をアップします。ご期待ください。
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50%

25%

18%

7%

「OS、IEなどのセキュリティパッチの適用」についてお聞かせください。

すべて直ちに適用している

すべて検証作業後に適用している

適用していない

ある基準で判断し、適用している

2000年 2001年 2002年

ある基準にて判断し、適用している - - - 50% 230

すべて直ちにに適用している - - - 25% 117

すべて検証作業後に適用している - - - 18% 81

適用していない - - - 7% 34

2003年
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50%

19%

12%

19%

「OS、IEなどのセキュリティパッチ適用方法」についてお聞かせください。

管理者による手作業

管理ツールの「配付機能」を活用

その他

Windows Updateによるクライアント作業

2000年 2001年 2002年

Windowsアップデートによるクライアント作業 - - - 50% 230

管理者による手作業 - - - 19% 87

管理ツールの「配布機能」を活用 - - - 12% 57

その他 - - - 19% 87

2003年
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QND/QAWは、

「「ITIT資産管理ツール」資産管理ツール」
 

から

「「PCPC構成維持・運用ツール」構成維持・運用ツール」 へへ

～～““今今””を正確に把握し、を正確に把握し、““迅速迅速””な処置手法のご提案～な処置手法のご提案～
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③Web業務システムのPDF出力を簡単実現
ー DocuCom PDF Driver Ver.6 Server版 ー

Web業務システムの「PDFPDF帳票出力システム構
 築」をご支援します。

WhyWhy？？PDFPDF帳票帳票

改ざん防止

電子ファイル化によるコスト削減

カンパニーロゴ、フレーム、透かしの挿入

電子署名ツール等他アプリとの連携

PDF自体のセキュリティ機能（パスワードロック、印刷制限

等）
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17%

0.4%

0.4%

2%

14%

44%

21%

文書管理や文書流通のための統一したファイル形式としては、

 どの形式が望ましいですか？

PDF

MS-Office

XML

その他

Tiff

HTML

2000年 2001年 2002年

PDF 37% 38% 41% 44% 203

MS-Office 19% 21% 19% 21% 98

XML 19% 19% 18% 17% 79

HTML 13% 7% 6% 2% 10

Tiff 1% 1% 1% 0.4% 2

リッチテキスト 1% 2% 2% 0.4% 2

その他 10% 11% 12% 14% 63

2003年

リッチテキスト
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某保険組合業務システムにおける採用

より安価に購入できる事

大量の連続変換に耐えられるPDF Driverが必要

健康保険組合システムに簡単に組込みが出来る

 事

 
・PDF Driverが外部プログラムより制御できるインター

 フェースを持っている事

 
・開発工数かからない事

DocuCom PDF Driverは、10万ページの帳票に変換テストに合格
PDF生成速度の高速化：前ヴァージョン比30% 処理速度向上
PDF大量印刷時の安定性の向上：50,000件 60万ページの連続印刷可能

「コントロールインターフェースガイド（日本語版）」を無償で公開

ServerLicense（50ライセンス）が存在する
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長期保存（法令7年）を実現

PDF帳票システムの導入効果

膨大な帳票出力（1帳票10万ページ）を電子ファイル化により
 大幅なコスト削減を実現（紙コスト、保管場所コスト）

改ざん防止

その他の業務システムへ展開中
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外部プログラムからDocuComを制御するインターフェース仕様を無償公開中無償公開中

業務アプリケーションの出力帳票をPDF化するシステムを

簡単に構築できます。
以下のPDF出力設定をプログラムできます。

①カンパニーロゴ、印影のすかし
②パスワードロック、編集や印刷制限
③作成したPDFのメール送信

PDF Driver Control Interface GuidePDF Driver Control Interface Guide

http://www.quality.co.jp/products/DC/koutiku_web.html
コントロールインターフェースは以下URLよりダウンロードが可能です。
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④文書管理システムとData KeyServerの連携運用による

機密文書管理強化のご提案

「文書管理システム」はナレッジマネジメントのニーズからここ数年
製品数・導入数ともに増加傾向。

多くの「文書管理システム」には、閲覧・印刷制限などアクセス制御機能が
実装されていますが、「アクセス権限を持つユーザ」によってシステムの外
に一旦文書が平文で持ち出されて（ダウンロード）しまうと、
その文書へのアクセス制御は全く存在しません。

＜例＞

・デレクトリごとにアクセス権が

 
設定されているファイルサーバ

・DBごとにアクセス権が設定されて

 
いるNotesDomino

[ 権限のある人が

 
ファイルの取出し ]

[ 自由に扱えるファイル ]



22

18%
9%

7%

3%

23%

15%

26%

文書管理システムの導入をされていますか？

導入しているが、一部でのみ利用している。

導入に向けて、製品評価中。

必要がない。

その他

すでに導入し、様々な管理に利用している。

何ができて､どのようなメリットがあるか具体的に理解していない。

現在導入作業中。

2000年 2001年 2002年

導入しているが、一部でのみ利用している。 37% 33% 14% 26% 119

何ができて､どのようなメリットがあるか

具体的に理解していない。 0% 0% 31% 18% 86

すでに導入し、様々な管理に利用している。 9% 10% 15% 15% 69

導入に向けて、製品評価中。 12% 10% 7% 9% 41

必要がない。 0% 0 11% 7% 31

現在導入作業中。 4% 4% 2% 3% 13

文書管理のためのポリシーを構築中 13% 19% 0% 0% 0

その他 24% 25% 21% 23% 107

2003年

53％が導入済・導入予定
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DKS SVDKS SV

文書登録者文書登録者
文書管理システム文書管理システム

[ ①登録 ]

利用者（閲覧者）利用者（閲覧者）

[ ②自動PDF変換 ]

[ ③Key付け（権限設定）

 

]

文書管理システムとDKSの連携

DataData KeyServerKeyServerはは
 「ドキュメントの保存場所に依存しない「ドキュメントの保存場所に依存しない

 管理」をご提供します。管理」をご提供します。
①-②-③の自動化プログラム（サンプル）をご用意しています。

[ ④閲覧承認 ]
外部へ流出

[ 第三者の閲覧は不可 ]
×
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ドキュメント単位で「権限設定」しましょう

ドキュメントクローズ後は自動的に“施錠”される

例えば暗号化ソフトでは復号すれば自由に扱えるドキュメントに

本ソリューションのまとめ

権限付き復号鍵 閉じると必ず施錠され、平文で保存できない

デジタルドキュメントは“流布する”と考える

“一過性”の権限設定ではダメ。

保存場所に依存しない「権限設定」の仕組みが必要
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DKS文書の閲覧フロー

QualityQuality

①メンバー登録
・個人情報登録
・ID／パスワードの発行

メンバー
ID/パスワード発行

②DKS用ID/パスワードの発行
・メンバーID/パスワードの流し込み
・閲覧権限・有効期限の設定

E-Mailによる
DKS用ID/パスワードの通知

③DKSプラグイン インストール
・ユーザに手間をかけさせないワンクリッ
クインストール

④DKS LockファイルをWEBで配布
・ユーザ登録をしないと文書の閲覧ができない

ダウンロード

⑤DKS認証によりLockを解除
・ユーザ登録をしないと文書の閲覧ができない
・閲覧期限が切れた場合にはその後閲覧できない

閲覧可
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・ローカル管理者パスワード変更の工数削減
～QND浦安市様導入運用事例～

・DHCP環境への移行作業工数の大幅削減
～クライアントPCのネットワーク設定変更を「遠隔・自動化」～

・USBポートへの外部記録メディア接続把握による「情報漏洩対策」
～某金融企業におけるUSBからの情報漏洩経路追跡事例～

・共有フォルダの利用状況を把握したウイルス対策ソリューション
～ウイルス増殖の踏み台となるクライアントPCの共有フォルダの利用状況把握と対策をサポート～

・顧客データへのアクセス制限
～システムの利用を、個人認証によりアクセスコントロール。操作履歴を監査証跡に。～

・オートマチック運用
～ユーザがWebページまたはNotesメールを閲覧するだけで、インベントリ収集が自動的に実行されます。～

・モバイルPCの管理
～いつどこのネットワークにつながるか分からないモバイルPCの管理方法～

・アドビ製品ライセンス管理ツール
～アドビ製品（Windows版/Macintosh版）の各クライアントPCにインストールされたアドビ製品の
インストール情報やシリアル情報を収集し、専用の「アドビライセンス管理台帳」で表示できます。～
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・DocuCom透かし機能で”改ざん防止”
～「原本製の維持」と「作成者ポリシの具現化」を実現～

・情報漏洩をガードしながら、研究論文の情報共有
～導入事例-金融コンサルティング会社～

・Data KeyServerによる、セキュアな資料配布
～社外配布ドキュメントを、対象閲覧者のみに公開する～

・ファイルサーバによる管理
ファイルサーバにスキャンしたファイルや、メールで送られてきたファイルを入れただけで、
そのフォルダに指定されたアクセス権情報を、ファイルに設定することが可能です。

・フォルダ監視システム
待ち受けフォルダにオフィスファイルを入れると、アウトプットフォルダに自動的にPDFが作成されます。

・業務アプリケーションからPDFを自動出力
WEB帳票システムに組み込んで、さまざまな帳票をPDF出力できます。

・ActiveDirectoryのユーザ情報をファイルアクセス権に利用
～「Data KeyServer for ActiveDirectory」のご紹介～

・NotesDominoのユーザ情報をファイルアクセス権に利用
～「Data KeyServer for NotesDomino」のご紹介～
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皆様の直面している問題を解決する
ソリューションをご提供致します。

皆様の皆様の““業務課題業務課題““をお聞かせください。をお聞かせください。
mk@quality.co.jpmk@quality.co.jp

ソリューション実現のためのソリューション実現のための
外部プログラム・設定マニュアルのご提供外部プログラム・設定マニュアルのご提供
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